
①電話での直接のお申込み：090-2896-7148 または 088-612-9555(竹内）

②メールでのお申込み：t-takako@ma2.seikyou.ne.jp

(参加希望日、お名前、連絡先お電話番号、参加される大人の人数とお子様の人数および年齢をお書きください）

子育て応援！ 新常識☝ 何歳からでも始められる多言語ライフ

親子で参加できるワークショップ！
10 月４,11 日（火）、10 月７,14 日（金）
場所：加茂コミセン 場所：渭北コミセン

(10:00～12:00） (19:00～20:50）

10 月３日（月）
10：30～12：30

(受付 10：15～）

10 月２日（日）
1４：00～16：00

(受付 13：45～）

後援：徳島県国際交流協会、徳島市教育委員会

参加無料・

子連れ OK！

(参加・託児とも

要事前申込み）

講演会

場所：ふれあい健康館（徳島市沖浜東２丁目１６番)

地 ）

お問い合わせ、申込み先（講演会,ワークショップ、とも）

新常識☝
子育ては、多言語・多世代・多様性
ご家族みんなで！どなたでもご参加いただけます。

新常識☝
赤ちゃんは生まれた時から話してる！

未就学児、未就園児の親子向け

ヒッポファミリークラブが贈る

子育て

応援！
わくわく 講演会
～親子で楽しむ☆世界のことば～

＋わくわく ワークショップ のお知らせ

０歳から OK! プレママも大歓迎！

親子で参加できる

多言語が飛び交う環境の中で、いろいろなことばを家族や仲間と自然に習得し、世界の人たちとの交流を楽し

むヒッポファミリークラブ。大人も赤ちゃんのように、新しく出会ったことばを自然に話せるようになりたい！

では赤ちゃんはどのようにことばが話せるようになっていくのだろう？と始まった、赤ちゃん連れのママたち中

心のおしゃべりの場『べべフィールド』が各地で開催されています。 子育てと多言語活動を共有するママたち

は、ことばの習得に関して、大人の中にも赤ちゃんと同じ可能性があることも実感！ ぜひ親子で気軽に遊びに

来てください。



こんな講師がお話しします。

東大・ＭＩＴ(米国)・ヒッポファミリークラブによる
共同研究「多言語の脳科学」がスタート！

東京大学（酒井邦嘉教授）、マサチューセッツ工科大学（スザンヌ・フリン教

授）、言語交流研究所ヒッポファミリークラブは、2016 年 4 月から「多言語の脳

科学」をテーマに共同研究を始めました。

脳の働きに焦点をあて、MRI などを用

い、多言語の習得体験や多言語に触れ

た経験をすることで脳にどのような違い

が現れるのかを明らかにし、言語獲得の

メカニズムを解明することが目的です。

今後の展開が楽しみです♪

多言語子育てのスペシャリスト！

安福ゆかり（言語交流研究所 研究員 鎌倉市在住）

英語は苦手だけど、本当は海外旅行に行ったり、外国のお友達も欲しい。そんな

夢を忘れかけていた頃ヒッポの活動に出会いました。ちょうど第 1子を妊娠中だっ

たこともあり、「赤ちゃんのように」ことばを習得するヒッポの活動に興味を持ち、

生まれてくる子どもと一緒に、大人の自分も多言語の冒険にチャレンジしてみよう

と決めました。

大学生になった娘は中国、タイ、メキシコ、アメリカなど色々な国にもホームス

テイやインターンで出かけ、ことばも世界も広げ、今年の夏から言語学を学ぶため、

アメリカの大学院に進学します。息子もロシアに高校留学し、ロシア語だけではな

く、英語や他のことばも成長して帰ってきました。そんなヒッポの多言語の環境で

育った子どもたちが今度は『多言語人間とは何か？』という問いの答えを見せ始め

てくれています。多言語だからこそ見えた不思議な世界の謎を一緒に解いていきた

いと思います。

詳しくはホームページをご覧ください。検索は「ヒッポ西日本」 http://hfcw.jp

多言語で育てる豊かな心・コミュニケーション力

言語交流研究所･ヒッポファミリークラブとは

国や人種の違いを超えて、どんなことばを話す人ともコミュ

ニケーションできるようになれたら･･･。そんな思いから 1981

年、多言語（いくつものことば）を、自然習得（母語の習得のプ

ロセス）するヒッポファミリークラブは誕生しました。

本来、人間誰もが「どんなことばでも」「いくつでも」話せるよ

うになる自然のチカラを持っています。世界の半分以上の国

では３つ以上のことばが話されています。ヒッポはそんな国々

の「多言語の環境」の中で育った赤ちゃんがいつの間にか母

語としていくつものことばを習得するのと同じプロセスで、家

族や、仲間たちと一緒に多言語を身につけていきます。

また、地域の国際化への一助として、講演会や、公立幼稚

園・小中学校から依頼を受けた国際理解授業なども実施して

います。


